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土壌酸度と石灰施用

最近そ戊栽培地帯で施肥による土壌の酸性化が

重要な問題となってお()ますO酸性化は多雨のた

めカルシュウム,マグネシュウム,カリなどの塩

基旗の流亡と作物が畑地から取り去 られるために

も起こE)ますが,硫安や 卜肥の連恥 こよっても甚

だ しく,有機物の不)亡とともに悪影響がIj立って

きています｡

土壌の酸度の度合をは じめ,種々の溶液の酸度

をあらわすためにPE(ペーノ､-)という言葉か使

われています｡すべての溶液は中性か酸性か又は

アルカリ性であります p は1から1-1までありま

すが,通常の畑地のp は-1から8にわたります｡

中性のときはP 7て,7よりも数字が小さいとき

に.rよ酸性,kあらわ し,大きいときには7ルカリ性

をあらわ します｡沖縄の.CI,･J?Lマージやシヤーガル

土壌は 一般に P6∴ト 7.2礎.度でおおむね徴酸性

から中性に近いといえます｡ これに反 し,国頭7

-シほ 酸性 ヒ嬢が 多く,p 5程度の ものも多い

のです｡

酸性土蛾がなぜ作物のJL肯上有害てあるかとい

うことについては,いろいろの理由があげられま

すが,その上なものは有′書なアルミニュウムイオ

ンが分離 してくること,リン酸が小溶性になって

作物に利JHされにくくなること,カルシュウムが

利用されにくくなること,有川な徴/卜物の繁殖が

おさえられること等があげられます｡

しか し,作物の使類によって土壌酸度適応性は

興るものです｡そ兼申,酸性にもっとも倣いスイ

カはprLl.5-6.Oまで適応 し,ジ1pガイモは-I.7-

5.7,さつまいも∠l.7-6.0,タイズ5.(ト7.0,ナ

ス5.2-6.1.トマ ト5.2-6.6,ピーマンとカブは

5.2-6.7,トウモロコシ,カポチ1･ほ5.3-6.7,

ニンジンは5.7-7.O,メロl/,キュウ1),カソラ

ンは5.5-7.1,花や兼,ブロッコリーは5.8-7.1

大根,韮ねぎ,セロリーは6.0-7.2,ホウレン草

,チシャは6.:う～7.3,ビー ト5.8-7.5,アス-ラ

ガス6.3-7,8に適応 します.つまり多くのそ菜は

5.5-6.7相 生を必要とし,慨性に必いものは5.(トJ

6.7,最も弱いものでも6.0-6.7程度を必要とし

ます｡

は力′レシュウムを含み.他の肥料益分とともに作

物の′li産品.II"',T王を向 l二させますo L壌小にカル

シュウムの供給が ト分でなく,恨度が適､1てなけ

.山王,他のJ】蜂 トをいくら与えても侶 勿の′L青を仙

進することはできません｡

土壌酸度を適正にす/Jためにとれたけの石灰を

与えなければならないかという=り越は(1)上性 (砂

ヒ.壌土,I..rll二など),(2)上磯有機質の益,(3)Jj'
火の粒u)大きさによります｡

ヒ性について一よ,上壌の緩酬′川Jとい:)作川に

よってll-J'J一･恨度でも｢いFllするのに必要なjj一炊の立

が見な()ますO すなわち,砂アiLなどの軽いと壊
は.カルシュウムーやそ0)他の塩棚を吸着保111‥す,i,

面fLlliが小さく (緩衡作川が弱く),酸裾 こな()や-

すく,JH-jL射二少はのTT-1火によ-'てLF刺 されやすい

が.また,イ;肱の遇川によって適度のアルカリ性

になL),マンガンや鉄,銅など必須徴嵐要素か不

溶性になって′巨脚軋L;･を起こし易いものてす｡

史に燐酸の肥効を減 じ,有機riJを消耗 した(),土

壌が固くな,Lなとの有,卑な作川を起こし易くなE)

ます｡--)チ.1tF■IJTiLLや石段門の多い土壌は緩術作
川が大きいた州 二酸性になった Il.嬢には多.hi二の石

Ik,ji,必要とLますが.-･)要酸中和さJtた し嬢は同

様な軌圧亡酸性化するのか:lLfL､ものですo L壊酸

度を矯止す,Lには次表をu安に-打 LはよいてLl

う｡

土壌酸度矯正に要する消石灰量 (kg/tr)()a)

1二壌P掛fiI. 砂 I･.

pH4.0 220

Ll.5 266

5.0 218

5,5 169

6.0 ()

砂壊IL_ 榊填t IIEJ圧

38G 555 698

361 510 GLJtJ

289 ･11こ3 LlbCI

218 315 386

0 (1 0

石欧の粒子の大きさも中和速度と矧射二関係し

ます｡粒子が非常に小さけj目上劫火は二ltgF;F比人内
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に急速にあらわれ,かつ永続します｡粒子が大き

け九は効果は 1年半位で最高度に あらわれます

が,その程度は粒子の小さいものにくらべて小さ

く,また効果も永続しません,それ故に石灰は良

質のものを細かく粉砕してあることが望ましいも

のです｡

多量の石灰を必要とする場合には一度に用いる

と土壌との混和が十分行なわれず,局部的な石灰

適用の害が起こるので2-3年で中和することも

必要です｡

堆肥は緩衝作用を強くするだけでなく,石灰施

用による各種成分の不溶化や有機質消耗を補正す

るので,石灰を用いる場合には併用しなければな

りません｡また酸性土壌には燐酸分が欠乏してい

るだけでなく,アルミニュウムや鉄と結合して不

溶化して,利用率が低いので,酸性土壌の矯正に

は燐酸を十分補給することが大切で,堆肥とよく

混ぜて用いるようにします｡

硫安にによる酸性化の中和には理論上,消石灰

75kgづつを要することになりますが,実際には有
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写真1 米国ウィスカソシソ州は割合多雨で,長

年作物が収穫されているので酸性化した土壁が多

い｡左から堆肥区,堆肥と石灰区,堆肥石灰肥料

区

写真2 アルファルファは酸性に弱くpl16.5-7.5

に適する｡シリンダー内のアルファルファは肥料

養分は全く同一条件にし,p11を4から10までに

したものである｡ pLⅠ7 と8が最も生育がよい｡

機物の緩衝作用や酸の流亡もありますのでそれ程

多くを必要とせず,土壌酸度や石灰量を検定して

過用を避けながら目標の酸度を保持することが大

切です｡土壌酸度を一度中和したら,前記要因に

より,5,6年ないし15,6年は 施用する必要はあり

ませんが,6年に一度は土壁酸度と石灰量を検定

する必要があります｡

土壌酸度の検定には色々な方法があり,普及員

と相談して政府や県連などの試験機関に依頼する

のも最もよいと思います｡

この場合土壌のサンプルは個人で取らなければ

ならないのですが,畑地内の数個所を選び深さ 3

-5C仇の所から茶さじ一杯分の土壌のサソブルを

取り, 別々に封筒か紙袋に入れ, 検定に供しま

す｡

(友寄 長重)




